
最近「外国人労働者」という言葉が注目を集めていま

す。現在、制度の見直しも進み、彼らの存在感は日本

社会で一層高まっています。彼らは「労働者」である

と同時に、地域で暮らす「生活者」でもあります。そ

の「ライフ」に日本語教室がどう関わり、寄り添える

のかを、特に多くを占める技能実習生に焦点を当てて

考えていきたいと思います。

子ども編

9.24水
13時～16時

生活者編

9.22月
13時～16時

令和7年度

申込締切

9.12
 金

定員
各講座
25名

(先着順)

技能実習生にとっての
地域日本語教室の役割

㈱きぼう国際外語学院

日本語教育事業部 主任講師

栗又由利子氏

高校生への日本語教育を考える
～神奈川県での取組を参考に～

神奈川県立相模向陽館高等学校 教諭

認定NPO法人多文化共生教育

ネットワークかながわ（ME-net）理事

佐屋麻利子氏

日本語支援を必要とする高校生が増加する中、日本人

生徒に比べ中退率や非正規就職率が高いことが課題で

す。この講座では「子ども」とも「大人」とも違う、

高校生への日本語支援に求められることは何か、一緒

に考えていきます。神奈川県立高校での実践やNPOの

取組、生徒たちの様子などを紹介し、皆様の活動や現

場での取組のヒントになればと思っています。

＊1団体から2名まで参加可

＊応募多数の場合は、今回初めて受講する方を優先とします。

予めご了承ください。

＊実施・問い合わせ先

（公財）ちば国際コンベンションビューロー

千葉県国際交流センター Tel: 043-297-0245

令和7年度

地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業活用

URLまたはQRコードよりお申込みください。

生活者編

URL http://req.qubo.jp/mcic/
     form/R7followupadult

子ども編

URL http://req.qubo.jp/mcic/
     form/R7followupchild

http://req.qubo.jp/mcic/
http://req.qubo.jp/mcic/
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